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1 竪 穴住属の上屋構造 と屋内環境
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堅穴tL層内の月前平均温度
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10月  11月   12日   1月 2月 tlカ rl円 5月 0月 7月 0■ 0内

105  11月   ,,月   1月 2月 3内 “円 6" 6月 7月 6月 0月

床から楽までの高さ1加 05mで ある

(2)測定の方法

住層内の温度 湿 度の測定は 温 湿度データ,″ ―

Cヽ O  C O R F O R A P 1 0 N  t t  T h e r n o  R o∞ 面 o r  T  1  7 2 U )

で行つた データロ″―は住膚の人口おら左真の主任(床

から約 16mの 高さ)に 設置し 1時 間ごとに測定 した

潤定の加間は平成 16年 10月 1日 から平成 17年 0月

21日 までである

なお 測 定期間中は 天 標不長の日及tF 12月29日

～ 1月 3日 を除いて 住 店の扉 と窓を年前 0時 から年

後 4時 30分 まで開放 していた ま た 住 属内でほ 編

蒸のおに 遍 に3～ 4回  毎 回 1時 間 30分 旗 床で

火を焚いていた

(3)副定の指黒

C唾 対 =属内の月劇平均温度 渥 度

況定したデータをもとに 竪 勾=属 内の月別の平均温

度 湿 度をまとあたのが第 1図である 住 店内のデー

タと比競するたわ 来 子Ⅲ街地の気温 湿 度 ほ 水重も

打せて表示している。)

最高速度と早ほ温度の差をみると 上 国構造の違いに

かかわらよ 歓 御目の厘内環境は 外 気に比へて窯暖

差が小さいことかF分かつた 津 后内の温度は 冬 手ほ外

気碗 高気ぎ ‐球 は離 鋼 雄 や報 線 向線

められの この結果は 竪角i属が 「夏凛しく冬崚ういJ
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第2図  堅 穴住層内の温度蛮イしと湿度変イヒ

ことを示すヽのてある

また 4子 の付市並=に は,とによる=オ 認められ

土里N任 憎Ⅲ【草J根 「Fよ り 首ヽかつた 最 【市匠につ

いては 年 向を通して顕宮な=よ フめ■れなおつた

一方 平 均迎江十ま に は術活の連いによって迎在″化

に次のようなイわ綿 めらllt

4EttEE(は  私 かち冬は,市 湿工か舛気の平均泣

度より高いのに対して 春 わら豆にはクト気を大き(下

回,た  ま た な から豆は約30町の説正【Tが 認あう

れるのも荷徴的である

■晨模住はて ま 2ヽ 3,t略 いて常に減度わ!高(

扉の開放や規差なしてい夕柿な弾境 ■あった のヽと推rt

■1■を 住 日内の前度変化 ユ大ヽ( 40%以 上低下す

る'も あるわ' 陣水上のすⅢⅢ州Ⅲ″化の輛わi小首かつ

た

0-日 の気温 湿 度の変化

女に 「火Jを 変ガないl‐洸下ての 一日の温湿在変化

を,2田 にiし ていち 測 定日の天には 1■ ,Hす 身

3月 13」"3の ちけてあった t四 内で最後に火を■

いたn"う の経過日軟は lH3日 ↓45,m S'1'

F3ま1コ〕Ⅲてあつた ま た 1カ 3日のデータ■テ 窓

をコめたlltttt〕“定した

lH3日 ま 日 中″柱口内h確 "米 子ⅢⅢ 地の外気r

,↓ほいという活来てあった 2町 のと骨をltべると

上屋槙と居の温には卓屋釈社口=り古( ■ 1付には舛気

淀より↓市くなつていた

上記のJ判定結栄や先述した,,1平均温度の冬手に“ ナ

ち〕けセ結舛 ユ ■ EttL[の 高い保ntliを示すもつとい

えよう

8月 ■ 日t ,キ の位E内 温症十ま4京 ようれ3Cに

( 守 穴F明 の町烈性の高さ"茂 えら 一 方 夜 間も夕|

気ほとは下,1らず 一 日の温な空効"J、さいことわモわ

う,た

湿EFは 1月 3日では 草 自紙tEEが上PttfF'よ り

54



1 難 店¢嘔 コ遺L国内閣壊

も密に高いのに対して 8月 13Bは 主屋根住層のほう

が高く 先 述した月別平均湿動 構集と同様に 上 底楼

進の速いによって 夏 孝及び冬孝の浩果"笹 転した

0 ま とめ

今回転 上 国終迫の連いによう屋内環塩への影害を検

討するために よ 渥根住店 と草畳欄=膚 を対象とした環

境測定を行つた

測定の結果 夏 孝備 度11は 上 自糖たによる願著な

遠いは認められをかつた力く 客姿には■屋根□冒の方ル

高い最高温度を記録した

一方 平均温度については 2好の柱虐で捨集3r真なっ

ており 夏 孝 lr十自根tFEの 方"す高〈 冬 奪は草屋根任

属の方か塙 いことがわかつた

今回の測定結果からは ユ 屋櫓J層 !ま草屋根住層に比

べて保潮とに優れた住膚といえるたろう

ただし 以 上の結果には 茅 自根とのとの有無の速い

に加えて 位 店の立地 憲 の有無 入 日の方向 日 日内

の広さなどの探幹 が影響している可能性が組定きれる

また 墜 穴住虐には '泳 棋などの付嵐施設01確認され

ていることから 今 後これらの議浜件も併せて検討して

いく必要がある

こうした妻木晩田道蘇ならではの研究成果'(今 後の

摩六住属の屋内環境を解明する手がかりになつていくも
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容 ●)J14■ 度伺ノ原地区百駒こ醸 環ネ E thク 軸   「真

断軸 口遠駈串 首■J高 口伸  脈 証百長R

会

ほ田電ま 加 lb「筑9章 初期― り内射 2 4frの す茶内

容 14)HiS年 度月″原五E函 口=産 膚E憲 事の蜜範J「草所

掌木雌日8郎 郵潤醸 告を,古 国延―距 お 取県鞭 月査

=寝 ,S, 高 田確一 如唖 「第Sま まとり0 笹 元軍知=層 め

F医  寝 度産ru r_細 雄 緩 締 J高 回健一

幅 応 取環協tSA全

のと考えている (剰電'お り)

〔蔵】

(1)米 手市つ気こ と 医い 気 0,ヽ ―ムベーシね取地方女窯■

米手脚 所分公師配盛になる

(2)20い 47お よう遊 内り温韻慶 驚イEの 飽定どは始した0(

付に準 の筑垣は 米予す有れの`の よう`に 'こ とう!わ",

て宮ていo

【韓 紳 】
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